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１．小笠原諸島振興開発計画（令和６年度～令和１０年度）における目標人口及び成果目標
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（１） 目標人口
人口は、将来的には約3,000人を想定し、令和１０年度末では、人口動態における社会増減をプラスにするとともに、令和５年度末の人口より増加している

ことを目標とする。

（２） 成果目標

参考値
目標

（令和１０年度）
指標

１１７．６ｔ平成３０年から令和４年度の平均実績１２０ｔ農作物収穫量

1億3,120万円平成３０年から令和４年の平均実績１億3,720万円農業生産額

４５２ｔ平成３０年から令和４年の平均実績532ｔ漁獲量

6億8,600万円平成３０年から令和４年の平均実績7億1,000万円漁獲金額

２５，８１２人令和４年度実績34,500人年間入り込み客数※１

２０件 ４10人令和４年度実績20件 1,200人教育旅行者数

19億７００万円令和４年実績28億3,200万円観光消費額（推計）

31.4％令和３年度実績50％リサイクル率※２

230kW 令和４年度末実績３２５kW 
再生可能エネルギー
発電容量※３

※１ 年間入り込み客数は、①定期船おがさわら丸の乗船客のうち、島民を除く、観光や仕事・研究等での乗船者数、②定期船以外の観光客

船（クルーズ船）の乗客数の合計

※２ 年間のごみの総処理量と集団回収量の合計に対する総資源化量の割合

※３ 公共施設における再生可能エネルギー発電容量



２．各目標の達成状況 ※各目標に対する実績について、直近の年度（令和６年度）の数値でないものは、（ ）で表記する。
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（１） 人口

参考
目標

（令和１０年度）
令和６年度実績

令和５年度末の人口２，４６４人より増加していることを目標とする。２，４６４人以上２，３４７人

※ 外国人は含まない。

令和７年３月31日現在の小笠原村の住民基本台帳人口は、父島と母島で２，３４７人。その内訳は父島で１，９４２人、母島で４０５人となっている。

【小笠原村の人口の推移】
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【人口の推移について】

○ 日本復帰当初から平成７年度まで大幅に増加し、その後は、中長期的に

微増傾向である。

○ 出生率が全国平均より高く※、死亡率も低いため、自然増しているが、島

内で治療できない疾病や生活の不安等から本土に転出するなど、社会減

もある。

※ 令和５年出生率：7.８ （全国：6.０）

※ 令和５年死亡率：４.8 （全国：１３．０）

○ 小笠原村の人口割合を全国と比較すると、年少人口と生産年齢人口の割

合が高く、老年人口割合は低くなっており、高齢化は全国に比べ緩やか

に進行している。

老年人口
（65歳～）

生産年齢人口
（15歳～64歳）

年少人口
（0歳～14歳）

区分

17.６７６８．１５１４．１８小笠原村

２９．３０59.５８11.１３全国

出典：住民基本台帳人口【R7.1.1現在】

（参考）年齢３区分別人口割合 （単位：％）



２．各目標の達成状況 ※各目標に対する実績について、直近の年度（令和６年度）の数値でないものは、（ ）で表記する。

3

（２） 農作物収穫量・農業生産額

参考値（平成３０年から令和４年の平均実績）
※農作物収穫量は年度、農業生産額は暦年

目標
（令和１０年度）

令和５年実績

１１７．６ｔ
1億3,１20万円

１２０ｔ
1億3,720万円

（123.9t）
（１億 3,７１６万円）

【小笠原諸島における農産物の種類別生産額の推移】

≪令和６年度の主な取組状況≫

○ 農用地等の利用権設定等の促進（新規3件、更新３件、延べ３９件）【村】

○ 農業用水の安定供給と渇水対策を計画的に進めるため、かんがい施設整

備を実施【都】

○ 農業被害を抑制するため、アフリカマイマイの防除やノヤギの駆除を実施

【都・村】

○ 新規就農者を含む生産者へ試験研究の成果を還元するとともに、技術指

導や農業経営に関する研修、巡回指導、特産作物の実証展示を実施【都】

○ 意欲が高く就農間もない農業者に対して資金を交付（年間最大150万

円）（経営開始資金等）【国・都・村】出典：令和５年は東京都調べ、令和４年までは管内概要（東京都）

【農作物収穫量・農業生産額の推移について】

○ 生産量の上位はパッションフルーツ、トマト・ミニトマト、レモンの順となっ

ている。

○ 生産額で見ても約４７％をパッションフルーツが占め、次いでトマト・ミニ

トマト、レモンの順となっており、それら三品目の生産額で全体の約８割

を占めている。

○ 令和５年実績は令和４年と比べ、微増となった。パッションフルーツ、トマ

ト・ミニトマト、レモンは豊作で、マンゴーは天候の影響で不作だった。
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出典：管内概要（東京都）

２．各目標の達成状況 ※各目標に対する実績について、直近の年度（令和６年度）の数値でないものは、（ ）で表記する。
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（3） 漁獲量・漁獲高

参考値（平成３０年から令和４年の平均実績）
目標

（令和１０年度）
令和５年実績

４５２ｔ
６億8,600万円

５３２t
7億1,000万円

（４１０ｔ）
（6億9,300万円）

【小笠原諸島における漁獲量・漁獲高の推移】 【漁獲量・漁獲高の推移について】

○ 漁獲量の約４０％をカジキ類が占め、その他ハマダイ、マグロ類を含める

と全体の約６7％を占めている。

○ 漁獲高ではカジキ類（約３２％）、ハマダイ（約１６％）、マグロ類（約７％）で

全体の約５５％を占め、その他にサンゴ（約２９％）やイカ類（約７％）が上

位を占めている。

○ 令和５年実績は、カジキ類、ハマダイ及びイカ類が好調であった。漁獲量

の見込めるカジキ類や底魚類を中心に、多様な漁業で経営の安定化を

図っている。

≪令和６年度の主な取組状況≫

○ 漁船が安全に停泊できる水域を早急に確保するため、二見漁港において

突堤整備の工事を実施【都】

○ 調査指導船「興洋・みやこ」による海況の把握や試験操業、無線局の維持

等により、漁業生産性の向上や操業の安全を通して水産業を振興【都】
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２．各目標の達成状況 ※各目標に対する実績について、直近の年度（令和６年度）の数値でないものは、（ ）で表記する。
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（４） 年間入り込み客数・観光消費額推計

参考値（令和４年度実績）
※観光消費額推計は暦年

目標
（令和１０年度）

令和６年度実績
（観光消費額推計は令和5年実績）

25,812人
１９億７００万円

34,500人
２８億3,200万円

25,524人
（18億７,４００万円）

【小笠原村への入り込み客数の推移】 【入り込み客数・観光消費額推計の推移について】

○ ２万人前後で推移していた小笠原村への入り込み客数は、平成23年６月の世界自

然遺産登録により、平成24年度には約４万人まで増加した。

○ その後、落ち着きを見せていた入り込み客数は、新「おがさわら丸」が就航した平

成28年度以降、増加に転じて、平成29年度及び平成30年度には３万人を超えた。

○ 令和２年度・令和３年度はコロナ禍の影響を受け、入り込み客数は大きく減少した。

○ 令和４年度後半はコロナ禍の出口が見通せる状況となり、令和５年度以降は新型

コロナ感染症が５類に移行したことで、観光客数が回復し、おがさわら丸による入

り込み客数は増加傾向にある。

○ 令和５年度の観光消費額推計は18億7,400万円で、前年と比較してやや微減と

なった。

≪令和６年度の主な取組状況≫

○ 小笠原諸島への国内旅行者の継続的な誘致を図るため、企業及び教育旅行の実

態調査、旅行会社へのヒアリング、旅行商品販売に向けた商談会等を実施し、分析

結果を小笠原諸島の観光諸団体に共有【都】

○ 本土での各種旅行関連イベント、教育旅行セミナー、旅行会社向けセミナー、個人

客向けのイベント等観光PRを実施【村】

○ 小笠原諸島の関係機関（東京都産業労働局観光部、小笠原村産業観光課、小笠原

村観光協会、母島観光協会、小笠原ホエールウォッチング協会、小笠原村観光局、

小笠原海運）により、月に一度会議を開催して、最新情報の共有、観光施策の連携、

各種課題等の検討を実施【村】

○ 観光客の満足度向上を図るため、定期航路利用の来島者にアンケートを実施し、

分析結果を観光諸団体に提供【村】

○ 小笠原ファンの情報発信力を活用することを目的としたアンバサダー制度を継続

して運用【村】
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平成２８年７月

新定期船の就航

令和６年度令和5年度令和4年度令和3年度令和2年度令和元年度区分

23,29022,05123,31816,46912,55623,778
おがさわ

ら丸

2,234
（6）

1,397
(4)

2,494
(10)

０
(０)

0
(０)

4,498
（１0)

観光客船
（寄港回数）

25,52423,44825,81２16,46912,55628,276合計

出典：小笠原村調べ
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２．各目標の達成状況 ※各目標に対する実績について、直近の年度（令和６年度）の数値でないものは、（ ）で表記する。
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（5） 教育旅行者数

参考値（令和４年度実績）
目標

（令和１０年度）
令和６年度実績

２０件 ４１０人20件 1,200人１９件 ４０６人

【小笠原村への教育旅行者数の推移】 【教育旅行者数の推移について】

○ 教育旅行者数は、近年下降気味であるものの、継続的な誘致活動の成果

もあり、件数は一定数を維持している。令和元年度における人数の実績

が大きく減少したのは、１００名以上の来島校を誘致できなかったことと、

新型コロナウイルス感染症の影響により５校が来島されなかったことに

因る。

○ 令和３年度については、深刻なコロナ禍の中で、来島予定の学校が減っ

ており、コロナ感染拡大前に比べ大幅に減少している。

○ 令和４年度後半にはコロナ禍の出口が見通せる状況となり回復基調に入

り、令和６年度も維持している。

≪令和６年度の主な取組状況≫

○ 深刻なコロナ禍の状況ではあったが、小笠原村観光局と連携し、教育旅

行の新規校や、また、過去に来島実績のある学校等に対し、WEBを活用

して誘致活動を実施【村】
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２．各目標の達成状況 ※各目標に対する実績について、直近の年度（令和６年度）の数値でないものは、（ ）で表記する。
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（６） リサイクル率

参考値（令和３年度実績）
目標

（令和１０年度）
令和５年度実績

３１．４%50％(３７．８％)

【小笠原村におけるリサイクル率の推移】 【リサイクル率の推移について】

○ 令和２年度以降はコロナ禍の影響により、外出機会減少に伴う家内の片

付け等による大型ごみや、飲食物テイクアウトに伴う使い捨て容器等、焼

却ごみが増加し、リサイクル率が下がっていたが、コロナ禍の影響が薄

まってきた令和４年度以降は回復基調となっている。

≪令和６年度の主な取組状況≫

○ 単純焼却量・埋立量削減のため、リサイクル率の向上に向けた、住民の意

識啓発や、ごみの減量化・資源の有効活用を実施【村】

○ 焼却炉の年次精密点検・定期補修を実施し、予防保守による延命を実施

【村】
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２．各目標の達成状況 ※各目標に対する実績について、直近の年度（令和６年度）の数値でないものは、（ ）で表記する。
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（７） 再生可能エネルギー発電容量

参考値（令和４年度末実績）
目標

（令和１０年度）
令和６年度実績

230kw３２５kw２２９．3kw

【小笠原村における再生可能エネルギー発電容量の推移】

≪令和６年度の主な取組状況≫

○ ゼロエミッションアイランドの実現に向けた取組の一環として、東京都、

小笠原村及び東京電力パワーグリッド株式会社の三者で、母島にお

いて１年間のうちの半年程度、太陽光発電のみで電力供給を行うこと

を目標とした実証事業（母島再生可能エネルギー１００％電力供給実

証事業）について、協定に基づき工事等を実施【都・村】

○ 島しょ地域に位置する町村営公共施設、事業所及び住宅等に対し、太

陽光発電設備及び蓄電池の導入補助を継続【都】

【再生可能エネルギー発電容量の推移について】

○ 平成28年度に竣工した環境省の小笠原世界遺産センターに太陽光

発電設備が設置（発電容量：5.5kw）され、令和６年度の設備更新に

より小笠原村情報センターの発電量が4.6kwになったことで、小笠

原村の再生可能エネルギー発電容量は229.3Kwとなった。

発電容量（kw）太陽光発電設置場所

50.0小笠原村診療所

10.0地域福祉センター

4.6小笠原村情報センター

20.0都立小笠原高校

20.0奥村交流センター

50.0母島小中学校

5.0母島長浜トンネル（独立）

32.0母島ソーラーポンプ場（独立）

22.0扇浦新浄水場

10.2扇浦交流センター

5.5小笠原世界遺産センター

229.３合計（ｋｗ）

【小笠原村の太陽光発電設備設置箇所】
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